
CIO補佐官制度



・デジタル関連施策の企画、利用者視点のサービス開発の推進など局DXの推進
・職場の業務改革、職員の意識変革等を戦略的に実施
・全庁の好事例や課題対応例等を共有し、局内へ展開

CIO補佐官の役割：各局長の下で、CIO・デジタル人材と協働する「局DXの推進役」
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2023年4月 DX推進の中核を担う各局 CIO 補佐官を導入



各局等 兼務発令ポスト 各局等 兼務発令ポスト

政策企画局 企画担当部長 建設局 建設DX推進・危機管理強化担当部長

SU・国際金融都市戦略室 戦略推進部長 港湾局 企画担当部長

子供政策連携室 総合推進部長 会計管理局 会計企画担当部長

総務局 企画担当部長 交通局 企画担当部長

財務局 経理部長 水道局 企画調整担当部長

デジタルサービス局 企画調整担当部長 下水道局 企画担当部長

主税局 総務部長 教育庁 企画調整担当部長

生活文化スポーツ局 企画担当部長 選挙管理委員会事務局 総務課長

都市整備局 先端技術調整担当部長 人事委員会事務局 任用公平部長

住宅政策本部 技術企画担当部長 監査事務局 監査担当部長

環境局 環境政策担当部長 労働委員会事務局 総務課長

福祉保健局 企画部長 収用委員会事務局 総務課長

産業労働局 産業企画担当部長 警視庁 デジタル統括官

中央卸売市場 渉外調整担当部長 東京消防庁 参事兼企画課長

※1)  警視庁・東京消防庁は発令によらず各機関で選定。議会局はオブザーバー扱い・選任なし ※2) CIO統括補佐官＝DS局DX推進統括担当部長をもって充てる

2023年度 各局CIO補佐官



全てのデジタルサービスが「魅力的品質※2」へ

2022年度 2023年度 2024年度以降

取組開始、サービスデザインを浸透・実践 全てのDX活用事業に展開

品質確保・向上の準備

• 重点DX事業の選定

• 規程類の改正

目的の共有と体制づくり

• プロジェクト監理基準及びCIO補佐官の導入

• GovTech東京との協働

全てのリリースを「当たり前品質※1」に

• リリース判断基準の導入とユーザーテストの実施

• 全てのデジタル活用事業（プロジェクト）の把握

※1 当たり前品質
満たされないと不満につながるもの

（例）自動車の安全性、ホテルの部屋の清潔さ

※2 魅力的品質
満たされることで満足につながるもの
（例）運転が楽しくなる自動車、顧客の好みに応じた提案

• ユーザー満足度の向上

• 開発・稼働状況の可視化（ダッシュボード）

質の高いデジタルサービスを増加

• 類似プロダクト等共通化への取組

• ICT職（デジ局兼務）の計画的な増配置

デジタルサービス品質の確保と向上

上流からの一貫したデジタルサービスの品質確保・向上に資するチェックの仕組と体制を構築。



5

～自律的なDX推進体制の確立～

まだ手掛けていない分野にもDXを

行政のデジタルシフト

意識変革を通じた業務改革

行動規範・ガイドラインの浸透・実践

ベストプラクティスの共有

優れたノウハウを称えあう

品質の高いデジタルサービスの提供

重点DX事業（160以上）の成功

CIO補佐官導入1年後のビジョン



(1)  顧客視点に立った質の高いデジタルサービスを創出し、

事例やノウハウを共有

(2)  質の悪いデジタルサービスのリリースを防ぎ、

失敗の教訓は記録に残し全体の改善に活用

(3)  似たようなデジタルサービスが乱立しないよう、

横ぐしを通して共通化

(4)  時期を逸することなくサービスをスピーディに展開し、

展開に引き続き改善をサイクル化

＜良いものは広げる＞

＜同じものは束ねる＞

＜悪いものは止める＞

＜段階的に改善する＞

取組の視点
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